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(54)【発明の名称】 内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置

(57)【要約】
【課題】鉗子栓の閉鎖膜に形成されたスリットからの漏
れ発生を事前に検出して、体内の汚液等が処置具挿通チ
ャンネルを通って漏れ出すことを未然に防止することが
できる内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置を提供すること。
【解決手段】鉗子栓１１０の基端側に気密に接続自在な
対鉗子栓接続部材２と、加圧気体を送り出す送気装置５
０に気密に接続される対送気装置接続部材１との間を、
管路３によって連通接続した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】基端側が内視鏡の処置具挿入口に着脱自在
に取り付けられて通常は閉じた状態にある閉鎖膜に形成
されたスリットが上記処置具挿入口に挿入される処置具
によって押し開かれるようにした内視鏡用鉗子栓の上記
スリットからの漏れを検出するための内視鏡用鉗子栓の
漏れ検出装置であって、
上記鉗子栓の基端側に気密に接続自在な対鉗子栓接続部
材と、加圧気体を送り出す送気装置に気密に接続される
対送気装置接続部材との間を、管路によって連通接続し
たことを特徴とする内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置。
【請求項２】上記管路の途中に、上記対送気装置接続部
材を通ってくる加圧気体によって加圧されることにより
上記対鉗子栓接続部材に向かって送り出される液体を貯
留するための液体貯留部材が設けられている請求項１記
載の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置。
【請求項３】上記管路の途中に、上記管路内の圧力を検
出して表示するための圧力計が接続されている請求項１
又は２記載の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置。
【請求項４】上記管路の途中に、上記対鉗子栓接続部材
側からの逆流を規制するための逆止弁が配置されている
請求項１ないし３のいずれかの項に記載の内視鏡用鉗子
栓の漏れ検出装置。
【請求項５】上記対鉗子栓接続部材と上記対送気装置接
続部材の少なくとも一方が、異なる形状のものに交換自
在である請求項１ないし４のいずれかの項に記載の内視
鏡用鉗子栓の漏れ検出装置。
【請求項６】上記内視鏡の内部に加圧気体を送り込むた
めの受け口が上記内視鏡に設けられている場合に、上記
対送気装置接続部材が上記受け口と同形状に形成されて
いる請求項１ないし５のいずれかの項に記載の内視鏡用
鉗子栓の漏れ検出装置。
【請求項７】上記内視鏡内に配置された送気管路に加圧
気体を送り込むための受け口が上記内視鏡に設けられて
いる場合に、上記対送気装置接続部材が上記受け口と同
形状に形成されている請求項１ないし５のいずれかの項
に記載の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置。
【請求項８】上記対鉗子栓接続部材と上記対送気装置接
続部材と上記管路の少なくとも一つに、指先で把持する
ための把持部が形成されている請求項１ないし７のいず
れかの項に記載の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡用鉗子栓
の閉鎖膜からの漏れを検出するための内視鏡用鉗子栓の
漏れ検出装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡には一般に、処置具類を挿通する
ための処置具挿通チャンネルが設けられていて、その入
口である処置具挿入口には、体内の汚液等が処置具挿通
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チャンネルを通って、噴出するのを防止するための鉗子
栓が取り付けられている。
【０００３】そのような鉗子栓は、一般に、基端側が内
視鏡の処置具挿入口に着脱自在に取り付けられ、弾力性
のある材料からなる閉鎖膜に形成されて通常は閉じた状
態にあるスリットが、処置具挿入口に挿入される処置具
によって押し開かれるようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】そのような閉鎖膜に形
成されたスリットは、処置具挿入が繰り返されることに
よって磨耗あるいは変形して密閉性が低下する。そのた
め、体内の汚液等が処置具挿通チャンネルを通って漏れ
出し、周辺を汚染してしまう場合がある。
【０００５】そこで本発明は、鉗子栓の閉鎖膜に形成さ
れたスリットからの漏れ発生を事前に検出して、体内の
汚液等が処置具挿通チャンネルを通って漏れ出すことを
未然に防止することができる内視鏡用鉗子栓の漏れ検出
装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置は、基端側
が内視鏡の処置具挿入口に着脱自在に取り付けられて通
常は閉じた状態にある閉鎖膜に形成されたスリットが処
置具挿入口に挿入される処置具によって押し開かれるよ
うにした内視鏡用鉗子栓のスリットからの漏れを検出す
るための内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置であって、鉗子
栓の基端側に気密に接続自在な対鉗子栓接続部材と、加
圧気体を送り出す送気装置に気密に接続される対送気装
置接続部材との間を、管路によって連通接続したもので
ある。
【０００７】なお、管路の途中に、対送気装置接続部材
を通ってくる加圧気体によって加圧されることにより対
鉗子栓接続部材に向かって送り出される液体を貯留する
ための液体貯留部材が設けられていてもよい。
【０００８】また、管路の途中に、管路内の圧力を検出
して表示するための圧力計が接続されていてもよく、対
鉗子栓接続部材側からの逆流を規制するための逆止弁が
配置されていてもよい。
【０００９】そして、対鉗子栓接続部材と対送気装置接
続部材の少なくとも一方が、異なる形状のものに交換自
在であってもよい。また、内視鏡の内部に加圧気体を送
り込むための受け口が内視鏡に設けられている場合に、
対送気装置接続部材が受け口と同形状に形成されていて
もよい。
【００１０】また、内視鏡内に配置された送気管路に加
圧気体を送り込むための受け口が内視鏡に設けられてい
る場合に、対送気装置接続部材が受け口と同形状に形成
されていてもよい。
【００１１】また、対鉗子栓接続部材と対送気装置接続
部材と管路の少なくとも一つに、指先で把持するための
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把持部が形成されていてもよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１５は、内視鏡１００の処置具挿入口１０
２部分に基端部が着脱自在に取り付けられる内視鏡用鉗
子栓１１０の一例を示している。
【００１３】処置具挿入口１０２は、処置具挿通チャン
ネル１０１の入口であり、この実施例ではいわゆるルア
ーロック式注射針の口金状に形成されて、内視鏡１００
の操作部に突設されている。
【００１４】鉗子栓１１０は全体が弾力性のあるゴム材
によって形成されていて、処置具挿入口１０２に取り付
けられる樽状部１１１と、その樽状部１１１の入口部分
に着脱自在な蓋状部１１２とからなる。蓋状部１１２
は、基端が処置具挿入口１０２に取り付けられるつなぎ
部１１３の先端に形成されている。
【００１５】樽状部１１１の内部に形成された閉鎖膜１
１４の中央には、処置具挿入口１０２に対向するように
円形の小孔１１５が形成され、蓋状部１１２の内部に形
成された閉鎖膜１１６の中央には、－状のスリット１１
７が形成されている。
【００１６】このような構成により、通常は閉じた状態
にあるスリット１１７が処置具挿入口１０２に挿入され
る処置具（図示せず）によって押し開かれ、小孔１１５
は、挿通される処置具のシースの外面に密着して、処置
具挿通時の漏れ防止に寄与する。
【００１７】図１は、本発明の第１の実施例の内視鏡用
鉗子栓の漏れ検出装置を示しており、鉗子栓１１０の基
端側に気密に接続自在な対鉗子栓接続部材２と、加圧気
体を送り出す送気装置５０の送気口金５１に気密に接続
される対送気装置接続部材２との間を、可撓性チューブ
等からなる管路３により連通接続して構成されている。
【００１８】対鉗子栓接続口金２は、例えば内視鏡１０
０の処置具挿入口１０２と同形状のもの等でよく、管路
３は、例えば四フッ化エチレン樹脂チューブ又はシリコ
ンチューブ等によって形成される。送気装置５０は、鉗
子栓１１０の漏れ検査に適した圧力の加圧気体を送出す
るものであれば何でもよい。
【００１９】このような構成により、対送気装置接続口
金１を送気装置５０の送気口金５１に接続して、対鉗子
栓接続口金２を鉗子栓１１０に接続し、鉗子栓１１０を
水中に漬けて送気装置５０の送気動作をオンにすると、
鉗子栓１１０のスリット１１７の閉鎖状態が不完全な場
合にはスリット１１７を通る空気が泡となっで観察され
るので、鉗子栓１１０の漏れ検出を行うことができる。
【００２０】図２は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
鉗子栓の漏れ検出装置を示しており、第１の実施例の管
路３の途中に、管路３内の圧力を検出して表示する圧力
計４と、対鉗子栓接続口金２側から管路３内方向への逆
流を規制するための逆止弁５を配置したものである。
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【００２１】このように、圧力計４を配置することによ
り、鉗子栓１１０の漏れ検査が適切な圧力によって行わ
れているかどうかを常に確認することができ、逆止弁５
を配置することにより、鉗子栓１１０に汚物などが付着
しているような場合でも、それによって管路３内や送気
装置５０が汚されない。
【００２２】送気装置５０としては、図３に示されるよ
うな内視鏡用リークテスターを用いることができる。こ
のリークテスターは、手動のゴム球５３によって加圧し
た空気を圧力安定用のバルーン５４から送気チューブ５
２を経て送気口金５１に送るようになっている。５５は
圧力確認用の圧力計、５６は圧力抜き用バルブである。
【００２３】このようなリークテスターの送気口金５１
は、一般に、内視鏡１００の内部に加圧気体を送り込む
ための受け口が内視鏡１００に設けられている場合に、
その受け口に接続できる構成になっている。
【００２４】したがって、送気装置５０としてリークテ
スターを用いる場合には、漏れ検出装置の対送気装置接
続口金１を、内視鏡１００に設けられている受け口と同
形状に構成すればよい。
【００２５】図４は、そのような対送気装置接続口金１
の一例を示しており、圧縮コイルスプリング１ｂによっ
て付勢された弁体１ａによって、通常は管路３への通路
が閉じられている。
【００２６】そして、対送気装置接続口金１がリークテ
スターの送気口金５１内に差し込まれることにより、送
気口金５１の底部に設けられた突起５７により弁体１ａ
が押されて移動し、管路３への通路が開通するようにな
っている。１ｚは、指先で把持できるように対送気装置
接続口金１に形成された把持部である（以下の実施例に
おいても同じ）。
【００２７】送気装置５０としては、内視鏡用光源装置
に内蔵された送気装置を利用することもできる。その場
合には、対送気装置接続口金１を内視鏡のコネクタに設
けられている送気受け口金と同形状に構成すればよい。
【００２８】図５は、そのような対送気装置接続口金１
の一例を示しており、管路３に常時連通する筒状に形成
された対送気装置接続口金１には、先端近傍の外周にシ
ール用のＯリング１ｃが装着されており、内視鏡用光源
装置の送気孔に差し込むことができる。
【００２９】また、図６に示されるように、送気装置５
０として注射筒を用いることもでき、その場合には、対
送気装置接続口金１に注射針口金と同形状の口金１ｄを
形成すればよい。なお、そのような各種の形状の対送気
装置接続口金１を、管路３に対して取り替え自在に接続
してもよい。
【００３０】図７は、鉗子栓１１０に接続される対鉗子
栓接続口金２の一例を示しており、指先で把持できるよ
うに形成された把持部２ｚに注射針口金と同形状の口金
２ａが突設されている。
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【００３１】図８は、図７に示される口金２ａに着脱自
在に取り付けられる交換アダプタ２０を示しており、口
金２ａと係合する雌口金部２ｂと鉗子栓１１０と係合す
る雄口金部２ｃとが係脱自在に螺合されており、漏れ検
出の対象となる鉗子栓１１０の形状等に合わせて雌口金
部２ｃを交換することにより、どのような形状の鉗子栓
１１０にも対応することができる。
【００３２】図９は、管路３を短く形成して、対送気装
置接続口金１と対鉗子栓接続口金２とを連通させる孔３
ａが把持部３ｚ内に貫通形成されただけの形状にしたも
のであり、このように管路３も各種の形状をとることが
できる。
【００３３】図１０に示される実施例は、管路３の途中
に、対送気装置接続口金１を通ってくる加圧気体で加圧
されることにより対鉗子栓接続口金２に向かって送り出
される液体（水）を貯留するための貯水タンク１０（液
体貯留部材）を設けたものである。ただし、貯水タンク
１０内に水を入れなければ、対送気装置接続口金１から
送り込まれた空気がそのまま対鉗子栓接続口金２に送り
出される。
【００３４】また、図１１に示される実施例は、図１０
に示される装置に圧力計４と逆止弁５を付加したもので
ある。圧力計４は、貯水タンク１０より上流側の管路３
Ａに接続してもよく、下流側の管路３Ｂに接続してもよ
い。
【００３５】これらのように構成することにより、鉗子
栓１１０に向けて水を送り出して、スリット１１７から
水が漏れ出すか否かを見て漏れ検出を行うことができ、
内視鏡検査における鉗子栓１１０の使用環境に対応し
て、気体又は液体での漏れ検出を選択することができ
る。
【００３６】なお、貯水タンク１０に対する管路３の接
続は、図１２に示されるように、上流側の管路３Ａと下
流側の管路３Ｂを各々貯水タンク１０の蓋体１１に接続
してもよく、図１３に示されるように、上流側の管路３
Ａを省略して対送気装置接続口金１を直接蓋体１１に取
り付けてもよい。或いは図１４に示されるように、対送
気装置接続口金１と対鉗子栓接続口金２を双方とも直接
蓋体１１に取り付けてもよい。
【００３７】なお、内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装置の各
部に用いられる部材の材料は、オートクレーブ滅菌やＥ
ＯＧガス滅菌等に耐えられるように、チューブ類は四フ
ッ化エチレン樹脂やシリコン樹脂等、ボトル類はポリサ
ルホン樹脂等、口金類はポリサルホン樹脂、ステンレス
鋼、又は防錆処理された金属等を用いるとよい。
【００３８】
【発明の効果】本発明によれば、鉗子栓の基端側に気密
に接続自在な対鉗子栓接続部材と、加圧気体を送り出す
送気装置に気密に接続される対送気装置接続部材との間
を、管路によって連通接続したことにより、鉗子栓の閉
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鎖膜に形成されたスリットからの漏れ発生を事前に検出
することができ、内視鏡使用時に体内の汚液等が処置具
挿通チャンネルを通って漏れ出すことを未然に防止する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の送気式の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装
置の第１の実施例の略示図である。
【図２】本発明の送気式の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出装
置の第２の実施例の略示図である。
【図３】送気装置として用いられる内視鏡用リークテス
ターの側面図である。
【図４】本発明の対送気装置接続口金の第１の実施例の
側面断面図である。
【図５】本発明の対送気装置接続口金の第２の実施例の
側面断面図である。
【図６】本発明の対送気装置接続口金の第３の実施例の
側面断面図である。
【図７】本発明の対鉗子栓接続口金の実施例の側面断面
図である。
【図８】本発明の対鉗子栓接続口金に着脱自在な交換ア
ダプタの側面断面図である。
【図９】本発明の管路を短く形成した内視鏡用鉗子栓の
漏れ検出装置の実施例の側面断面図である。
【図１０】本発明の送水式の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出
装置の第１の実施例の略示図である。
【図１１】本発明の送水式の内視鏡用鉗子栓の漏れ検出
装置の第２の実施例の略示図である。
【図１２】本発明の貯水タンクの第１の実施例の側面断
面図である。
【図１３】本発明の貯水タンクの第２の実施例の側面断
面図である。
【図１４】本発明の貯水タンクの第３の実施例の側面断
面図である。
【図１５】本発明による漏れ検出の対象となる鉗子栓の
一例の側面断面図である。
【符号の説明】
１  対送気装置接続口金
２  対鉗子栓接続口金
３  管路
４  圧力計
５  逆止弁
１０  貯水タンク（液体貯留部材）
２０  交換アダプタ
５０  送気装置
５１  送気口金
１０２  処置具挿入口
１１０  鉗子栓
１１６  閉鎖膜
１１７  スリット
１ｚ，２ｚ，３ｚ  把持部
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